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1. 2019年3月期第2四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 25,986 10.8 1,660 31.9 1,828 29.0 1,591 61.2

2018年3月期第2四半期 23,459 △2.2 1,258 8.9 1,417 10.5 987 10.5

（注）包括利益 2019年3月期第2四半期　　1,735百万円 （36.2％） 2018年3月期第2四半期　　1,274百万円 （12.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第2四半期 347.57 ―

2018年3月期第2四半期 215.61 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 45,925 33,632 73.0

2018年3月期 47,358 32,470 68.3

（参考）自己資本 2019年3月期第2四半期 33,518百万円 2018年3月期 32,361百万円

(注)「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年２月16日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、前連結

会計年度に係る数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 30.00 ― 124.00 154.00

2019年3月期 ― 90.00

2019年3月期（予想） ― 100.00 190.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2019年 3月期の連結業績予想（2018年 4月 1日～2019年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,000 11.0 3,500 20.7 3,800 19.8 3,000 28.4 655.13

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期2Q 4,692,364 株 2018年3月期 4,692,364 株

② 期末自己株式数 2019年3月期2Q 113,295 株 2018年3月期 112,940 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期2Q 4,579,250 株 2018年3月期2Q 4,579,603 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績
予想のご利用にあたっての注意事項等については、「添付資料」３ページ「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

   当社グループは、中期経営計画「Next Future 2020」を策定し、「原料調達・製造・販売・開発・物流」全部

門の連携を強化し、３つの事業戦略である「新しい市場へ」「新しい商品へ」「新しい分野へ」を掲げ、計画の達

成に向け取り組んでおります。㈱増田製粉所は本年２月に当社の完全子会社となり、両社の経営資源を最大限に

活用し業務効率化に取り組み、成長戦略の実現に向け全社一丸となり努力して参りました。 

当社グループの第２四半期の業績につきましては、製粉及び食品事業の連結効果の影響により、売上高は259

億8千6百万円（前年同期比10.8％増）となりました。利益面では、外食事業における人件費や改装費などの

経費増はありましたが、製粉及び食品事業や運送事業における原価低減・効率化など収益改善策や㈱増田製粉所

の子会社株式（カネス製麺㈱）の売却益が寄与した結果、経常利益18億2千8百万円（前年同期比29.0％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益15億9千1百万円（前年同期比61.2％増）となりました。 

   

   (前年同期間比)                                   (単位：百万円) 

 前第２四半期 当第２四半期 前年同期差 前年同期比 

売 上 高 23,459 25,986 2,527 10.8％

営業利益 1,258 1,660 401 31.9％

経常利益 1,417 1,828 411 29.0％

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

987 1,591

 

604 61.2％

 

〔セグメント別営業概況〕 

①製粉及び食品事業                                   (単位：百万円) 

 前第２四半期 当第２四半期 前年同期差 前年同期比 

売 上 高 20,264 22,954 2,690 13.3％

営業利益 1,120 1,596 476 42.6％

「製粉及び食品事業」につきましては、本年４月に外国産小麦の政府売渡価格が平均3.5％引き上げられたこ

とを受け、６月には小麦粉製品の価格改定を行いました。また、㈱増田製粉所の新規連結に伴う販売数量の増加

等により、売上高は前年同期比13.3％増の229億5千4百万円となりました。営業利益は、販売数量が増加し

たことに加え、全社一丸となり効率化を進め、コスト削減に努めたこと等により、15億9千6百万円（前年同

期比42.6％増）となりました。 

 

②外食事業                                                                            (単位：百万円) 

 前第２四半期 当第２四半期 前年同期差 前年同期比 

売 上 高 3,085 2,964   △121 △3.9％

営業利益 13 △54 △68 △506.6％

 「外食事業」の㈱さわやか（当連結対象期間１月～６月）につきましては、主力のケンタッキーフライドチキ

ン店の販売競争の激化により売上高が前年同期比3.9％減少し29億6千4百万円となりました。営業利益は、

フードコストの上昇や人件費、店舗改装費などの経費が嵩んだことにより、5 千 4 百万円の損失(前年同四半期

は営業利益1千3百万円)となりました。 

 

③運送事業                                                                            (単位：百万円) 

 前第２四半期 当第２四半期 前年同期差 前年同期比 

売 上 高 1,051 999 △52 △5.0％

営業利益 96 81 △15 △15.6％

 「運送事業」の日東富士運輸㈱につきましては、売上高は、前年同期比5.0％減少し9億9千9百万円となり

ました。営業利益は、配送の効率化や経費削減努力を行いましたが、燃料代の高騰などの負担が大きく、8千1

百万円（前年同期比15.6％減）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

(単位：百万円) 

 2018年3月期 2018年9月期 比較 

流動資産 23,515 21,792 △1,722 

固定資産 23,842 24,132 290 

資産計 47,358 45,925 △1,432 

流動負債 10,798 8,412 △2,386 

固定負債 4,089 3,881 △207 

負債計 14,887 12,293 △2,594 

純資産 32,470 33,632 1,161 

負債・純資産計 47,358 45,925 △1,432 

 

  当第２四半期連結会計期間末における資産、負債、純資産の状況は以下のとおりです。 

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号 平成30年２月16日)等を第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、遡及処理後の前年度末の数値で比較を行っております。 

 

   当第２四半期連結会計期間末の当社グループの総資産は、前連結会計年度末に比べ14億3千2百万円減少し、

459億2千5百万円になりました。 

流動資産は217億9千2百万円で、たな卸資産が増加した一方、営業債権や現金及び短期貸付金が減少したこ

とにより、前年度末に比べ17億2千2百万円減少しました。固定資産は241億3千2百万円で、保有している

投資有価証券の評価差額金の増加等により、前年度末に比べ2億9千万円増加しました。この結果、資産合計は

459億2千5百万円となり、前年度末に比べ14億3千2百万円減少しました。 

流動負債は84億 1千2百万円で、主に営業債務や短期借入金等の減少により、前年度末に比べ23億 8千6

百万円減少しました。固定負債は38億8千1百万円で、長期借入金の減少等により、前年度末に比べ2億7百

万円減少しました。この結果、負債合計は122億9千3百万円となり、前年度末に比べ25億9千4百万円減少

しました。 

純資産は利益剰余金の増加に加えその他有価証券評価差額金の増加等により、前年度末に比べ11億6千1百

万円増加し、336億3千2百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は、前連結会計年度に比べ4.7％増加して73.0％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

「製粉及び食品事業」につきましては、国内市場は少子高齢化の進行や、人口減少による需要の後退が販売競

争を一段と激化させ、この先も難しい事業運営が予想されます。これらに備え競争力を更に強化する必要があり

ます。 

「外食事業」では、業界内での競争激化と消費者の節約志向が続くなか、各店舗に合わせた効果的な事業運営

が必要とされています。また、消費者の食の安全・安心に対する意識も一段と高まっており、これに応える店舗

運営にも注力して参ります。 

当社グループを取り巻く環境は今後更に厳しくなることが予想されますが、「原料調達・製造・販売・開発・

物流」が一体となり、徹底した効率の追求と競争力の強化に取り組むとともに、三菱商事グループ各社との連携

強化や、㈱増田製粉所との開発・営業面でのシナジー効果をさらに増加させることにより業績拡大に向けて最大

限努力していく所存です。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

   （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

    「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金

負債は固定負債の区分に表示しております。 

 

（セグメント情報等） 

 Ⅰ 前第２四半期連結累計期間 (自 2017年４月１日 至 2017年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 20,258 3,085 115 23,459 ― 23,459 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

5 0 936 942 △942 ― 

計 20,264 3,085 1,051 24,401 △942 23,459 

セグメント利益 1,120 13 96 1,230 28 1,258 

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 Ⅱ 当第２四半期連結累計期間 (自 2018年４月１日 至 2018年９月30日) 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
     (単位：百万円) 

 

報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
財務諸表 
計上額 製粉及び 

食品事業 
外食事業 運送事業 計 

売上高    

  外部顧客への売上高 22,945 2,963 76 25,986 ― 25,986 

  セグメント間の内部売上高 
  又は振替高 

9 0 922 932 △932 ― 

計 22,954 2,964 999 26,918 △932 25,986 

セグメント利益又は損失(△) 1,596 △54 81 1,623 36 1,660 

(注)１ セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去額であります。 

  ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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